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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来た。傷病名は表1の如くで応急処置後同山荘に一泊

　　　1　緒　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　せしめた上，矢張り背負わせて上高地に下山し，無寮

　近年登山ブームによる登山入口の激増に伴い，山爵　　帰釘1；させ得た。

遭難事故も年々増加の一途をたどり，1時々新聞紙．ヒを　　　症例4．　5月3日午后1時頃蝶ケ岳から横尾に向

賑わしつNあることは衆知のことであるが，未だこれ　　　う途中，雪1塁上をグリセー一ドに失敗して大木にあたり

ら遊難外傷に就いて，医学的に考察を加えられたこと　　　受傷。傷病名は表1の如くで午后6時頃横尾山荘にi．E．

はない。長野県に於いて山謄遭難防1ヒ対策隊看議会の発　　　梨で輸送されて来て受診。強心剤，鎮痛剤を注射の

足を見たのは昭荊130年6月であって，これに伴い北ア　　上，上高地へ撫送。松本市の病院に入院。

ルブス遭難者救助隊が，警察を中心として編成された　　　　症例5．　詳細不明であるが，奥穂高岳で5月3目

のも同年からである。従つて北アIll至難者に対する統計　　午前10時頃転倒受傷。澗沢ヒユツテにおいて処置な受

的考察が加えられたのは同年以后近々4～5年間を出　　　け1肴斗宅。これは軽傷であつた。

ない状況である。幸に私は北ア階部に於ける救助隊唯　　　　症例6．　5月4日午后3時30分頃明神・屠五峰中央

一人の医師として本年5，6月多発した遭難者救助に　　　フェースで足をふみ々1itずして転落。奥壁直下3001nの

直接参加する機会を得　且っまた長野県における山岳　　　デルタ台地の岩上に死体となり発見された（傷病名袋

遭難について，若干の統計的観察を行なうことが出来　　　1参照）。

たので，これらの成績を報告して，将来多発を予想せ　　　症例7．　北穂高岳滝谷で山屠訓練中，6月1日落

られる山雷逃難者の救助の参考に資したいと思う。　　　　石により受傷。北穂高小鷹にll又容され3日北穂沢雪翼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を輸送の途中症例8が受傷した為，再び北聴高小屋に

　　　皿症例　　　　 『　　再収容，宿泊后5日午后3時頃友人に助けられ乍ら豊

　昭和35年5，6月の間に北アルプス南部に発生した　　　科町の当院に入院。右下腿外側に約35cmの裂創を

濃難者は褒1の如く合計16名である（北ア南部とは表　　　認め，縫合の上入院。

銀座コース，槍ケ臨穂高連峰，焼岱，剰囎を総称　　症例8．1］ii言醐捌7を輸送の途中6月3　El午前10

する）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　時頃北穂沢雪裟にお、・て転倒し，自分の持つていたピ

　症例1．及び2．　5月2日症例1及び2が午后5時　　　ツヶルを下腹部に刺し受傷。嘔吐一回．顔面蒼白・冷

頃前穂高屠屏風岩中央カンテ八校テラスをアツブザイ　　　汗等のショツ〃猛状を認めたので1北穂高小屋に収

レソ中約100m転落し虚傷。私はちようど横尾1⊥1荘に　　容，，険復してから担架で徳沢園まで輸送するとの報を

居合せたので，この遭難の報を受け直ちに連絡員1名　　　受け，私は午后2時瞼科町∫を出発，徳沢園に午后6時

とともに救助に向い，午后9時頃現場に到着した。症　　　頃着，直ちに手術準備の上待つ所午盾10時頃受傷者到

例2は，中央カソテ基部雪襖上に頭部を谷側に向け仰　，蒲す。直ちに開腹する。創は脳右上力より約10cmの

臥位にて絶命。体を結んだザイルの他端ほ根本で折れ．　　線状の擦過傷が下加こ走り，その下端より少し内下方

た立木に結ばれている。症例1はこれより山側硝々左　　　に方向を転ずる約5cmの刺創を認め，その尖端に於

1rnの所に頭部を山側に向け，仰臥位にでザイルをつ　　いて腹膜を1瞬旨頭大に窮Lし，鐸孔口から大網が皮下

けたまX矢張り絶命していた。傷病名は表ユの如くで　　　に脱出している。腹腔内臓器には異常を認めない。創

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び大網には少撮：の砂が付蔚していたが，これを清拭

　癌例3，　5月3日午前10時頃北穂高雷束楼直下東　　　ペニシリン注入后腹壁を一次閉鎖した。6月4日午前

谷側斡而を横断中スリツプして松落，蓑履ナダレに流　　8時徳沢園を出発自動車にて正午頃当院に収容。入院

されて受傷o午盾ユo時頃横庵山荘に仲間に背負われて　　　盾12日目全治退院した。
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　症例9．　6月13日午后2時30分頃前穂高岳東壁右　　　　症例13・～症例16．　4入組のパーティとして6月

岩稜上部，第＝テ・・附近で3名の同僚とともに岩壁　26喘創・屋に一Ψ自…日朝は前記の如爆踊の為

を登はん申酬10と共に謂稜の左右に分れてザイル　小屡の主人｝d土溌槻合わす様雌されたが・蹴て

で結ばれたまx約20m転落受傷したが，本症例は岩　　出発。蝶ケ睡ヒユツテの手前約200mの所で死亡して

壁を再0彊い上つた。翌141・IL酋援の火学生L名につき』いるのを29日発見された・

添われて午后5時頃徳沢園に到藩受診。左上腿内側　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

蘭，。mの裂創癬めたのも・漉縫合帰郷させ　　皿闘靹の山岳外伽統計的縣

た。　　　　　　　　　　　　・・年度別発生状況　長野県内の山髄莫酬傷年
　症例10．　前記の症例9と共にその反対側に約5m　　　度別発生状況は表2の如くであり・叉北ア南部に於け

転落．頭部に受傷。午后5時頃迄は応答があつたが，　　　る発生状況は表3の如くであって，何れも年々増加の

その后ザイルで宙づりのまN頭蓋内比甑1のため死亡。　　　一途をたどり，長野県下においては昭和34年は29年に

本症例は17許前10i噸ザイルを購し死体を収容し　比較して件数で3・6倍・死儲数では3・賠の増加を

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示しt北ア南部に於いて34年には件数35件・死亡22

　症例11．　症例10の死体収容隊の一員として現場へ　　　名，負傷32名に逮し，昭和30年のそれに比較して，

向う途中，6月17日午前8時頃前穂高岳Cフエイスガ　　　3～4倍に増加している・

ラ場で足をふみはずして〃・捌・・転落．鞠噸を強　2・連11栃ll粧欄聯134年長騨内連11華別発

打して即死．本例は二重遭萸ゆ症例である。　’　生状況は却の如くで・北アルプスに61件（全県の

　症例12．　6月26日午后1時頃西［吾小脆附近の雪漢　　　70，ユ％）ともつとも多く，その中でも北ア南部におい

でスリップし，約250mの櫛硲セこ・1購，頭を岩｝こ打　て36｛tk（全県の4L5％）を示し，穂龍li筆に32件（全

つて受傷。同日午盾3時頃救助の為豊科町を出発，上　　　県の36・8％，北アの52・5％）と集中発生している。参

高地に午后6時頃齎いたが，暴風雨の為一歩も進め　　　考迄に北ア全体における瀧難旛の長野県，冨山駄岐

ず，止むなく一泊。翌27日横羅小量迄登り，死亡の報　　　阜県の取扱状況を示すと蓑5の如くであり・長野県の

を受けた。死因は脳底骨折と考えられる。　　　　　　　　取扱数が大半を占めている。

表2．　　畏野県下の山躊外傷発生状況　　　　　　　　表3・　　北ア南部における発生状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8ド’　　　　　　　　　　　　ロ　－＿＿＿　＿．＿　　　　　　＿　　　　　　　　　　’　　　　tニニ　　　－　　

曜唯…』一薮「2・．23「34『1・ヨ・・8i－82315　件　数922／19…5D2137

死亡・名…23　1　3329435931242死亡（名）724112261111；翫

昭利29［・・團32i33i・4縣i計　昭訓・・i・li32331・41轟鐘

負傷（名・1・2ii・1・・1・・475451231鰯（名・1・・21・・1124

表4．　　　　　　昭和34年度長野県内連峰別発生状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カツコ内は35年1月～8月の発生数）

北アルプス　・
耕別 J蕪鋤鑑1ヒ…聖能
件　　　　数

死　　　　亡

負　　　　傷

32

21

27

4

1

5

36

22

32

25　　　　61　（54）

27　　　　49　（23）

8　　40（38）

北ア以外

の連峰

26

ユ0

14

総　　計

87（82）

59（31）

54（51）

表5，　　　　　昭和34年度北アルプス全体の県別取扱状況

県　別降野県睡翌灘．墜一．盈…魁拠プス鐘

死　亡（名）　　　49　　　　28　　　　3，　　　80
負傷・名）　・…　　6114　　・・
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　3・年令別・性別発生状況　　表6の如く20～22才　　　れ目的地迄行き着けず寒気の余り凍死するもの（症例

をピークとし，18～30才が大部分で，3：9＝・52：2　　13A・16）等がある。

であるが，35年度には男女比は］1：6を示し，女性の　　　　原因別・重軽傷別発生状1兄は表9の如く，なだれ，

割合が多くなる傾向を示す。　　　　　　　　　　　　　凍死及び転落死が多く，転落及び落石による死亡原因

　4・月別及び重軽傷別及び原因別発生状況昭和34年　　　は表1の如く頭蓋骨々折である。

度月別，重軽傷別発生状況は表7の如く7，8月の夏

ロ燈山期に事故発生多く，年間54名中33名（61．1％）　　　rv救護状況

の発生を見ているが，死亡者は2月，9月，12月の3　　　遭難看の救助の為には，昭和30年以来長野県山岳遭

ヵ月を除き各期を通じて見られる。従来6月頃は入山　　　難者対策協議会北ア（南部）亥部に救助隊が編成され

者が少なく事故の発も生少なかつたが，昭和35年には　　　上高地，白骨，乗鞍，中房及び常念の5班によつて各

表1，7の如く5，6月に遭難者が多発したことは注目　　方面の救助活動が行なわれているが，医師は私一人の

すべぎことで，これは夏山シーズンが例年より早く開　　　みである。診療機関の閉設は夏期7－8月間は図1の

幕された為であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　如く各大学医学部によつて開設され，中には9月上句

　月別・原因別発生状況は褒8の如く主なる原悶は転　　　（日大・徳沢【剃）又は10月中旬（東京医大。上高地）迄

落　落石，なだれ，凍死等であり，転落は冬以外の　　開設されている墨，のもあるが，その他の時期には診療

各期に発生し，その主原因は雪僕上のスリップ（症例　　　機関は無いので．1：高地逡は徒歩連絡の上，上高地から

12），或はグリセードの失敗（症例4），Pツククライ　　電話連絡で，松本市又は豊科町方醐から出動し傷者を

ミソグ中ザイルの切断（瘡例1），或はハーヶンが抜　　　収容しなければならない。避難は前述の如く大部分は

けるとか，ホールドスタソスが崩わる等，或は登降　　　縦走路1父は山1闘鍋近に発生するので，輸送不能の重傷

路，縦走路等で足を踏みはずす（症例6，11），転倒　　　者に対しては勿論医師も現場迄行かねばならないが，

等である。落石は岩石の露出する夏期に多く，なだれ　　　輸送可能なものは少しでも充分な診療の出来る地点迄

は秋の積雪期から冬，蓉の積雪期迄に発生する。疲’労　　　下げ，医師と行き合うようにする。従つて前述の症例

凍死は各期を通じ発生するが，天気の急変，暴風雨闘　　　の傭く大部分の傷春は梓川沿いの横尾，徳沢等の山荘

時に多く，ビバーク中，道にまよつて，又降雨に打た　　　において治療を受けることになる。症例1及び2の如

表6・　　　　　　　昭和34年度年令別・性別発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下カツコ内は35年1～6月の発生数）
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表7．　　　　　　　　　　昭和34年度月別・敢軽傷別発生状況
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　　　衷8．　　　　　　　昭和34年度月別・原因別発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カツコ内は昭和35年1月～6月の発生数）

月　別巨1・i13｛・1・t・1・1・t・｝刈一2i計
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表9．　　　　　　　　　昭和34年度原因別・重軽傷別発生状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カツコ内は昭和35年1月～6月の発生数）

原因別なだれ疲　労 凍　死

　　　　J

死亡諱@1（1・
重傷
軽　傷1

L　計・　（1）　1
3

（4）

転　落

　　10
　（6）

1　　3

3

（1）

スリツブ

コL

夷リ畷転倒

1

1　　2

　（L）

316
（判　4 9

（1）

1

（1）

（2）

1

（3）

落　石　　計

2

4

7

（1）

22
（10）

11

（3）

21

（4）

13　　　54
（1）　　（17）

く医師がちようど居合わせると，少なくとも3時間以　　　8），殊に夜間の行動は困難である等，種々の制約を

内に受診可能であるが，医師も外だけであると症例　受け，前述CD・ltl’1く囎1糊で受似はll熔し得るもの

3の如く劇醗生当時，秘よちようど醐附近を通つ　は余程纐の場合に限られる・救急職時に徳勃蜷乗

て澗沢に入つていたにもかLわらず，事故を知らず澗　　　り入れ可能の時がある（症例8）ので，この時は約

沢小屋で，症例4の救助を頼む旨の報を受けて横尾に　　　1時間30分刎｛1澗的節約が可能である。スイス・イタ

引き返してしまい，横尾で痙例3の專故を聞き今一度　　　リー等に於いては，救護用のヘリコプターや飛行機が

これの救助の為，北穂高語に行くべく依頼されたので　　大いに活躍している様であり・本邦に於いてもヘリコ

あるが，すでに夜となり救助に向うことは不可能の為　　　プターの出動が碍られxば，松本市より約20～30分間

横尾山荘で待期し，受傷約t2時間後にようやく診療し　　で達し得るのであるが，これも高地の発藩は技術的困

得たのである。豊科町，松本市方面から救助に向うと　　難があって気候条件の制約を受けることが多いので，

すれば上高地迄自動車で約3時間，徳沢迄徒歩約2時　　　ヘリコプターによつて救助されることも・矢張り幸運

間，横尾迄は更に徒歩約1時・間30分を要し，これ迄に　』　の場合に限られることになり，いぎおい前述の原始的

幸に傷者が山頂近くより下されていたとしても，初　　　救護法に頼らざるを得ない現状である。

診迄最短5～6時間を必要とし，更に鷹ちに松本市等

の病院へ輸送出来るとしても，最短12時間以上を要　　　　　V　総括並びに考按

する状態である。暴風雨の場合には，上高地において　　　私は前述の如く本年516月多発した山岳遭難外傷

さえ一歩も行動不能（症例12）であり，担送を要する　　　の救助に従事し。少しく統計的考察を加え，次の如き

場創こは，輸送時間は徒歩時間の約2倍を要し（痘例　　　事実を知り得た。即ち，
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　　　　愈…汕鋤’優＋駄診療所（7朋救護R・R）

　　　　田一7，8・fi　VLA　St｛．の救護耕恥

　　　”・一・一一“““収容路，数字は継所」要時向

　1）北ア南部における遭難外傷は昭和34年度に36件　　　性の外傷も年々増加する傾向がある。

発生して全県発生の4L5％に達し，死亡22名，負傷32　　　4）　7，8月の夏山に最も多く発生するが5，6月の

名を算し，年々増加の一一tsをたどつている。　　　　　’　発生も次第に多くなりつxある。　　　　　　L

　2）北ア南部の中その大部分は穂高連峰に発生して　　　5）受傷の主な原因は転落，藩石，なだれ，凍傷等

いるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり，これらによる場含には死亡が多く，転落，落

　3）年令は18～30才の男性が大多数を占めるが，女　　　石による死亡はすべてが頭蓋骨々折である9
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　6）　7，8月には各鴎大の臨時診療所が開設せられ　　　奥の徳沢か，横尾附近に常時入院施設を有する診療所

るので，救急に便利であるが，これ以外の時期には松　　　を開設し，2名以上の医師が常駐出来れば理想的であ

本市，器科町方面より出動し，傷者を収容しなければ　　　る。

ならないので，初診迄最短約5～6時間を要し，さら

に病院に収容される逡に約12時間を要するのが現状で　　　　　　W　結　　語

ある。又7，8月以外の時期には救護にたずさわる医　　　私は北ア南部における山岳外傷の救助隊医師として

師1名では不充分である。　　　　　　　　　　　　　　直接経験した外傷患者の概要を述べ，また長野県下に

　以上より考察するに，死亡原因の最も多い頭蓋骨々　　おける山岳外傷の統計的観察を試み，さらに北ア南部

折の予防が可能になれば，救命し得る数は余程多くな　　　の趨難外傷の救護状況について考察を加えた。本稿が

るものと考えられる。現在工事甥災審予防や交通災害　　今盾多発を予想される山岳外傷の救助に多少の参考と

予防に用いられている鉄姻を，落石予防の為携帯して　　　なれば幸いである。

いる登山象を見受けるが，これは落石による頭部外偏

の予防臓・程㈱・考・・れ…か・大落石談鯉薦鰹1癬暴早縢鰐撚購
や転落時の頭部外傷には無効である。さらに各医大の　　提供を受けた1幾科警察署に深甚の謝意を表する）。

医療機関が夏期のみに限らず，5～6月頃から12月頃

迄開設されるか，繊来れば公的機関により上高地より　　　　　　・　　文献省略

、


